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フポルテ教授の友情
||工学部の終戦秘話||
田
中
輔
終戦院後のことです。私は戦時中から大阪造兵廠に関係していました。当時その研究所の一部が近鉄沿線の玉手山学院に疎開していまし終戦と同時に時の廠長某中将に会いましたところ、疎開先の設俄
は全部軍の秘密であって、正式帳簿には書かれていないので、全部工学部の方へ譲ると一一一一口われました。
また枚方造兵廠の土地建物も工学部
で佐川するようにしては如何との話がありました。
工学部の施設はほ
とんど全部戦災に
ぃ、教育研究の再開はほとんど不可能の状態であ
りまし
私は終戦後間もなく工学部長に選任されましたので、喜ん
でこの好意を受諾し、研究所の機総と関書を全部東野田に運び、枚方では取敢ず授業 開始した であります数ヶ月後と思いますが、どうしたことか米占領箪大阪支所から呼出されました。研究所の施設は 占領物資であり、その無断搬出は占
飯物資隠設であり、占領軍の政策に反 最も悪質な犯罪であると強く各められました。
このことは総長のヰにも入って非常に苦慮せられ、
京大な問題となりました。
当時占領物資は多くの軍需工場で指定され、厳重な保管義務を負わ
されていました。これに違反した者は、占領物資隠法界として、近い市→い坪の一つに問われて沖縄に収総されました。私は泌かに沖縄行きを覚悟していました。こうした或る段、突然米陪ミシガン大学のラボルテ教授が
て米られました。同教授は若い
頃私のいた京都 限学部物恕 室の木村教授の下で研究されました。大の日本好きで私の家に来られ、限あるごと 名所旧跡を週られ、殊に私の好む能楽に興味を持ち、共に諮り共に楽しみ私とは親友以上の六えりを重ねていました。
また私がスイスのチュウリノヅヒでシェラ
i教
授の下で勉強し た時も米られて、一一人で数ヶ月間も共 スイスを旅行などして間交を組め
いにも同教授は米中阜の顧問として東京におられて絞大のことがヰ
に入ったのです。それですぐに来阪され のです。そして意外にもおっしゃるのです。
「心配するふやはありません。米軍が工学部を燥墜したのは全くの
りで造兵廠を爆撃する を目的としていた が、誤って工学部 なったのです。米軍は教育施設を破壊するようなことは少 考えていません。従って の施設であっても、こ を
の教育に科用さ
れることは米軍は却て望む所で 。これから施設全部を占領物資から除外す ように配慮します。一
私にとっては全く夢のような話と、心から感泣致しました。その手続きには数ヶ月を要し、ました。その期間は、
一般の占領物資
として取り扱われましたので、その保管は二十凶時間勤務でして、もちろん一般市民の立ち入りは政震に禁止され いました。
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ので長く保存したいと思います。
八)にラボルテは約一年間、日本に滞在し、
理化学研究所、京大物国教窓
で分光学の研究止を行なった。
息は以上のことはどうしても工学部関係諸兄に伝え、永久にラポル
」-れは私の義務で
翌昭和問年米国に渡りミシガン大学教授となった。
分光学上の築総は数多
一ア教肢の思忠を忘れないようにしたいと思います。もあり、ラボルテ教授 友情に対するせめてもの報患であると思って
である。く、中でも一ブポルテズ・ !ルド名 円定的知己刊(巧ノポルテの競烈)は有名
作様人間の支店というものの美しさを心から感じましょう。
第二次大戦後初代サイ品ンス・アタッ ュその後も存度来日し、その問研究上の諸問題や海外留学等について多くの
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日本人が彼の世話になって伝り、当時の日本人にとっては忘れられない思
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回数 名 称ー 年・月・ 11 天{段 回数 名 称 年. Pl ・ 11 天候
93 Jl I背恭仁京 10 ・ 9 /1 151 129 高内山 10 ・ 14 11汚 149 
94 初瀬安騎野 11.20 /1 192 130 近江守fi生野 11 ・ 23 /1 196 
95 *~喜藤村旅行 42 ・ 3 ・ 25~28侠l約一歩約→附 171 131 ~余飛鳥 49. 5 ・ 19 /1 164 
96 111 辺道 5 ・ 14 拠隠 199 設、 IU 辺滋 6. 9 快11古 28 
97 吉野宮沌 7 ・ 9 ， 11 4ZZ〆ぐ' 62 132 吉野安滝 6 ・ 30 再す 105 
98 1 7 ・ 19~24 快11奇 153 133 越中能笠 7 ・ 29~31 lI i~- 162 
99 近江大津万三 10 ・ 8 1 215 134 淡 t各 11 ・ 10 4決llfií 133 
100 貫主 11 ・ 19 翠:・小雨 455 135 初瀬安騎聖子 12 ・ 1 lI?) 三 178 
101 近江越前 43 ・ 3 ・ 21~24 iザ? 113 136 大和三 111 50. 5 ・ 11 /J 207 
102 奈良iJi 5 ・ 12 小雨 254 137 吉野宮路 7 ・ 13 1 125 
103 吉野安流 6.30 152 138 熊野路 7 ・ 29~ 8 ・ l 快I1j'j- 113 
104 1;:( 紫路 7 ・ 22~27 りと Ilr'f 121 139 近江大津}Jl.. 10 ・ 26 /1 145 
105 i炎 E各 10 ・ 10 IIj'~・ 121 140 二上山 50 ・ 11 ・ 30 l1?j- 128 
106 二上 1.11 11 ・ 23 快11~;- 221 141 飛 4、'o:Jマ 51 ・ 5. 9 快IIj'j- 198 
107 吉野宮涜 44 ・ 6 ・ 29 Ij'j- 77 142 ~吉野宮流 7 ・ 11 52i 102 
108 壱絞・対馬 8 ・ 7~13 快晴 54 143 筑紫路 8 ・ 2~ 6 IW 116 
109 仏!辺道 10 ・ 1守 ノY 114 144 fﾟ 111 路 10 ・ 24 /J 125 
110 初瀬安続強: 11 ・ 23 ノy 110 145 ï高門 111 11 ・ 28 ノY 118 
111 大和三山 45 ・ 1 ・ 25 /1 241 146 1.11 辺滋 52 ・ 5 ・ 8 快IIjJ í- 201 
112 *曽藤村旅行 147 吉野宮滝 7 ・ 10 n百 122 
さわらび級 3 ・ 20~23 11青→雪 229 148 IU 8. 1~ 5 f九日汚 123 
わかな組 4・ 3~ 6 雨.....11青 160 149 初瀬安~~f野 10 ・ 2 1 119 
犬養先生{亭年退官 第 l 閲~第112@l小言j- 18,392 150 飛 ，臼uマ 11 ・ 23 /1 301 
151 多武|峰飛鳥 53 ・ 5 ・ 11 lI?;- 273 
113 山辺道 45 ・ 6 ・ 7 快11奇 352 152 吉野 22 潟 7 ・ 9 lI í';- ・忽'雨 175 
114 吉野宮潟 7 ・ 12 1Ij'J- 235 153 越 '1:' 能主主 8 ・ 1~ 3 f知的 108 
115 iJl 8 ・1O~15 f決1Ii'J- 117 154 淡 E各 10 ・ 22 1 168 
116 二上山 11 ・ 23 /1 352 155 近江rm~E路 11 ・ 23 /J 208 
117 飛鳥検限 46. 5 ・ 9 /J 175 156 大和 ILi 54 ・ 4 ・ 23 ノ/ 296 
118 近江大津京 5 ・ 16 11奇 375 157 I'f 野宮路 7 ・ 8 小PN 197 
119 吉野 7百花 7 ・ 11 .11と1Iì'í' 285 158 壱岐・対応 8 ・ 1~ 5 'I~と IF，'f 163 
120 越 E各 8 ・ 3~ 6 1/ 142 159 î\司 1"1 1 10 ・ 21 11 ,';' 228 
121 1ザj滋!安騎野 10 ・ 31 小手lij 146 160 区勢Jt[土μl 11 ・ 18 小fl\ï 141 
122 淡 路 11 ・ 23 1;';' 324 161 湖北越前 55 ・ 3 ・ 20~21 快IW 151 
123 多武蜂飛鳥 47 ・ 7 ・ 2 /J 292 162 IU 辺道 4・ 27 曇 372 
124 1;'1 紫路 7 ・ 31~ 8 ・ 5 快lI~í 122 163 吉野宮沌 7 ・ 6 /1 163 
125 111'P-~恭仁京 11 ・ 12 1 114 164 熊野路 7 ・ 30~8 ・ 2 小雨→快lぼ 141
126 ~ヒ紀イヲザζ崎 11 ・ 26 1 251 165 近江大津米 10 ・ 12 A山込 216 
127 11.1 辺道 48 ・ 5 ・ 13 /1 258 166 下洋大崎 11 ・ 16 /1 224 
* 吉野安泌 6 ・ 24 11存 188 
* J.{t ニl:: 1 7 ・ 16 /1 29 
128 ILi 1\今必〈 7 ・ 29~8 ・ 2 1的 ->FI~ 113 第 l 回~~~166@l計 28，844
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